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１．生徒数の想定について（第１～２回） 

・北杜市の中学校の状況として、現在一つの学年の生徒数は約350名であり、それぞれ８地区の中学校で学んでい
る。その半数の中学校が単級であり、他は一部２学級、もしくは3学級という規模で、すべての学校が小規模校となっ
ている。また、学年生徒数が20人以下の学年も一部で見られる。 
・現段階では生徒数の減少は今後さらに進み、およそ10年後には一つの学年の生徒数が約200名前後となり、すべ
ての学校において単級（一部、２学級の学年あり）になることが想定されている。 

資料１ 



2 

２．北杜市の中学校の現状と課題について（第１～２回） 

・現在、北杜市の中学校においては、生徒数の減少、学年の単級化によって、様々な課題が生じている。生徒の人間
関係の固定化により居場所がなくなる、多様な考え方の中で刺激し合い、切磋琢磨する環境が少ない、また、部活動
が限定され、望む活動ができないなど、人との交流の中で学び合う機会が失われている状況である。 
・しかし、小規模、少人数であることの利点も確認されている。義務教育９年間を通して、人間関係を継続し関係を
築くことができ、また少人数を活かした指導が受けられる、生徒一人一人が活躍できる機会が設けやすいなどである。 
教科指導、生徒指導に関わる教育環境としては、現在の小規模校における個に応じた指導、生徒との密接な関係に
よる指導ができるという反面、教科免許を有する教員が配置されない教科がある、主要教科においても担当教員が１
名である学校がほとんどであり、複数の教員による組織的な指導ができないという課題も挙げられている。 
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３．「北杜市立小中学校適正規模等審議会」が示した３案について（第２～３回） 

・垂直統合は、現在の学年の規模はそのままに小規模校の利点を残し、小学校と中学校が統合、連携し、学校として
の規模を大きくすることにより、小中学校の教員の乗り入れで指導を厚くするとともに、多様な学びを推進していくために、
ＩＣＴを活用し隣接する学校を含め、他の学校との学び合いの機会設け、課題の解決を目指そうとするものである。 

【第２回の意見より】 
・垂直統合により、小中一貫教育における義務教育９
年間を通じた教育課程の実施、小中学生の交流を通じ
た人間形成など、垂直統合のよさもあるが、学級の規模
が変わらなければ現状の課題の解決は難しい。 
・垂直統合を進めるためには、小学校の統合も検討する
必要性が出てくる。 
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・水平統合は、8つの町村が合併し北杜市という一つの市になり、隣の地域にいる同級生と学び合える環境を作り出す
ことができることから、旧町村の中学校から北杜市の中学校へと学区を広げ、小規模校による課題を解決していくことを
目指すものである。 

３．「北杜市立小中学校適正規模等審議会」が示した３案について（第２～３回） 

【第２回の意見より】 
・中学校の現在の状況を改善するためには、水平統合を
進め適正な規模にする必要がある。 
・水平統合を進めるには、課題となる通学距離や通学時
間を検討しながら考える必要がある。 
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・組合せ統合は、各学校、地区の状況に応じて、垂直統合と水平統合を組合わせるという考え方である。 

３．「北杜市立小中学校適正規模等審議会」が示した３案について（第２～３回） 

【第２回の意見より】 
・垂直統合、水平統合、それぞれにメリット・デメリットがあ
り、場合によっては地域ごとに検討することも考えられる。
その際は、今後も少子化やそれに伴う課題が進行するこ
とも理解した上で進める必要がある。 


